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平成３０年度社会福祉法人流山市社会福祉協議会事業報告  

 

 平成３０年度は、「第２次流山市地域福祉活動計画」と「流山市社会福祉協

議会活動強化計画」の２年目として各種事業を展開しました。 

 児童福祉については、「子育てサロン」を共催している流山市民生委員児童

委員協議会と流山市生涯学習センター、そして当会の三者で開催月（２か月に

１度）毎に話し合いを行い、参加者がスタッフであることを認識できるよう揃

いのエプロンをつくるなど、その運営の充実を図りました。  

 働く保護者のための育児支援でもある学童クラブについては、当会が運営す

る「あすなろ学童クラブ」で従来の３クラスから５クラスへ受け皿の拡大を図

りました。 

 また、ひまわり学童クラブでは、定員を上回った応募に対して鰭ヶ崎小学校

の和室を借用し、対応しました。 

 歳末たすけあいの募金や寄付された食品を配分するなどして、増え続ける

「子ども食堂」の活動を支援しました。 

 高齢者福祉については、地域の方々に介護に関心を持っていただけるよう江

戸川学園おおたかの森専門学校での介護イベントに初めて当会のブースを設け

ました。 

 高齢者デイサービスと、身体障害者デイサービスのご利用者の安全と快適な

送迎のため民間企業から福祉車両を寄贈いただきました。  

 さわやかクラブ流山（流山市老人クラブ連合会）は創立５０周年を迎え、記

念大会を開催し、会員の拡充と活動の充実を呼び掛けました。  

 障害者福祉については、これまでケアセンターだけで行っていた車いすの貸

し出しサービスを、当会が管理運営する「流山福祉会館」で土・日曜日、祝

日、夜間など取り扱い時間を拡大し、利用者の利便向上に寄与しました。  

 障害者の働く場である「流山こまぎ園」は、開所１０周年を迎え、記念式典

を開催したのをはじめ、敷地内に倉庫を新設し、記録的な猛暑に対応するため

壁掛け式の扇風機やシャワールームを設置するなど利用者の作業環境の向上を

図りました。 

 生活困窮者の支援については、「フードバンクちば」が主催するフードドラ

イブに初めて参加したのを始め、独自事業として続けている「ミニフードバン

ク」を通じて、家庭で眠っている食品の募集を呼び掛け、生活に困窮されてい

る方々に役立てていただきました。 

 いつ起こるかわからない災害に備え、職員を対象に、夜間に予告せずに非常

時伝達訓練を行ったのをはじめ、西日本豪雨の被災地に職員を派遣し、その体

験を自主職員研修会で共有するなど職員の意識改革を図りました。  

 なお、福祉団体などの協力を得て、職員手づくりの「ケアセンターまつり」

を初めて開催し、流山市ケアセンターの役割や流山市社会福祉協議会活動への

理解を深めました。 
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１  社会福祉事業  

（１）法人運営  

 ・組織の運営  

〇理事会  

期 日 主な内容 

平成３０年 ５月１８日 
＜平成３０年第２回＞ 

平成２９年度事業報告・決算の認定について 他 

８月２３日 

＜平成３０年第３回＞ 

職員就業規則の一部を改正する規則の制定について、職員の再

雇用に関する規程の制定について 他 

１２月１３日 

＜平成３０年第４回＞ 

平成３０年度社会福祉事業区分及び公益事業区分補正予算につ

いて 他 

平成３１年 ３月１８日 

＜平成３１年第１回＞ 

平成３０年度社会福祉事業区分及び公益事業区分補正予算につ

いて 平成３１年度事業計画・予算について 他 

 

〇評議員選任・解任委員会  

期 日 主な内容 

平成３０年 ５月２１日 
＜平成３０年第１回＞ 

評議員の承認について 

 

〇評議員会  

期 日 主な内容 

平成３０年 ６月 ４日 
＜平成３０年第２回＞ 

平成２８年度事業報告・決算の認定について他 

１２月１３日 

＜平成３０年第３回＞ 

平成３０年度社会福祉事業区分及び公益事業区分補正予算につ

いて 

平成３１年 ３月１８日 

＜平成３１年第１回＞ 

平成３０年度社会福祉事業区分及び公益事業区分補正予算につ

いて 平成３１年度事業計画・予算について 
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〇三役会  

期 日 主な内容 

平成３０年 ５月１６日 
＜平成３０年第１回＞ 

平成２９年度事業報告及び決算について 他 

 

〇委員会等 

①広報・高齢者対策委員会 平成３０年６月１日、８月３１日、平成３１年３月１日 

②児童・障害者対策委員会 平成３０年１０月２日 

③歳末たすけあい配分委員会 平成３０年１２月１０日、平成３１年３月１３日 

④生活福祉資金等貸付調査委員会 平成３１年１月２４日 

⑤心配ごと相談所運営会議 
平成３０年５月２４日、７月２７日、１０月３１日、 

平成３１年２月２２日 

 

〇監査 

期 日 主な内容 

平成３０年 ５月１１日 平成２９年度監査 

１０月１６日 平成３０年度中間監査 

 

 

・組織体制基盤の強化  

〇研修 

市民のニーズに的確に応え、優れた福祉サービスを提供していくため

に、職員一人ひとりが役割に応じた能力を備えられるようにするととも

に、社会福祉協議会のより一層の組織力の強化を図ることを目的に実施し

ている。 

平成３０年度は、流山市社会福祉協議会活動強化計画にも位置付けられ

ている職員が自ら主体的にボランティア活動などに取り組み成長を促す仕

組み作りに積極的に取り組んで行くことから、職員が自主的に開催し、災

害に対する当会災害ボランティアセンターの役割について、理解と認識を

深めた。 

期 日 主な内容 

平成３０年１１月２６日 「災害ボランティアセンターについて」 

７月豪雨災害における災害ボランティアセンター運営支援

（広島市安芸区）ブロック派遣報告について 
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・会員募集  

  社協会費は、さまざまな福祉関係団体への助成、福祉教育やボランティア

活動の推進、地区社会福祉協議会、高齢者の福祉対策費等に充てられ、「誰

もが自分らしく安心して暮らせるまちづくり」を目指した本会の事業を進め

る上での大切な財源となっている。  

  また、社協会員になることによって、一人ひとりが「地域福祉」を自らの

活動として受け止め、地域福祉活動に間接的に参加していただくという意味

合いも持っている。  

  社協会費について、普通会員は全世帯の皆様にお願いし、社協の社会福祉

事業推進活動にご理解ご賛同いただける個人や法人の皆様には、賛助会員、

法人会員としてご協力をお願いした。  

 

〇協力員会議  

  市内の各自治会よりご推薦をいただいた協力員を対象に、協力員会議を

開催し、社協活動（地域福祉の推進活動、生活困窮者への貸付、高齢者・

障害者等を支えるための福祉サービス事業、ボランティア活動の推進事業

等）の資金の一部に充てられる会費と公的施策のみで支えられない分野を

支援するための民間福祉事業の財源の確保や、募金活動を通じての住民相

互の助け合い精神の普及を目的とした赤い羽根募金、地域住民や民生委

員・児童委員、社会福祉施設等の関係機関や団体の協力のもと、新たな年

を迎える時期に援護を必要とする世帯等への支援や地域福祉活動推進・強

化のための歳末たすけあい募金の取りまとめについて依頼した。  

  なお、３０年度は２日間の開催のうち、平日と休日にそれぞれ行い、市

民のニーズに応じて開催曜日を改善したところ、協力員１７６人中１２１

人が参加し、前年度よりも８人増加した。 

 

第１回協力員会議  

期 日 場 所 時間 
出席者数 

（カッコ内は昨年度出席者数） 

平成３０年 

６月２２日(金) 

地域福祉センター 10:00 ３２人（３５人） 

 

１２１人 

（１１３人） 

初石公民館 14:00 ３２人（１６人） 

６月２３日(土) 
北部公民館 10:00 ４１人（３３人） 

東部公民館 14:00 １６人（２９人） 

＜会議事項＞  １）社会福祉協議会の主な活動について 

        ２）社会福祉協議会会費及び共同募金運動について 
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第２回協力員会議  

期 日 場 所 出席者数 

平成３０年１１月１６日(金) 生涯学習センター ８５人 

＜会議事項＞  

１）記念講演会 

「超高齢化時代における地域づくり～健康・長寿の推進をめざして～」 

講師 流山市健康福祉部 部長 早川 仁 氏 

２）歳末たすけあい募金運動の依頼について 

３）その他 

 

 

 

（２）広報啓発 

 ① 広報紙「ながれやま福祉だより」の発行  

年４回（６・９・１・３月）  

（１回あたり５５，６００部、新聞折り込みにより全世帯配布）  

② ホームページの運営（バナー広告４社）  

③ パンフレットの発行 ７，０００部  

（世帯回覧のほか、公共施設の窓口等で配布。）  

 ④ ＳＮＳによる情報発信（ツイッター及びフェイスブック）  

⑤ その他  

   昨年に引き続き、こどもの貧困や高齢社会をテーマにした映画及び

ドラマの制作に協力した。また、障害者差別解消法が施行された平成

２８年度から始めた「バリアフリー演劇鑑賞会」を、３回目となる今

年度は平成３０年７月２１日に流山市文化会館において、流山市教育

委員会との共催で開催した。  

 

 

 

（３）福祉活動  

 ・福祉団体の支援及び連携、協働 

地域福祉の充実と向上を図ることを目的とした福祉関係団体（柏地区保

護司会流山支部、東葛飾地区更生保護女性会、流山市原爆被爆者の会、流

山市身体障害者福祉会、流山市視覚障害者協会、精神障害者家族会よつば

会）等の活動に対し、その運営及び事業活動への助成を行うことにより、

地域福祉の推進を図った。  
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流山市民生委員児童委員協議会や流山市老人クラブ連合会、流山市シル

バーサービス事業者連絡会の事務局を運営し、各種事業の企画・運営や関

係機関との連絡調整等に努めた。  

また、今年度は、さわやかクラブ流山（流山市老人クラブ連合会）が創

立５０周年を迎え、平成３０年６月２８日に流山市文化会館で記念大会を

開催し、功績者への感謝状贈呈のほか会員の拡充と活動の充実を呼び掛け

た。 

 

 

 

（４）地域福祉推進  

  誰もが自分らしく安心して暮らせるまちづくりの実現を目指し、小・中学

校のご協力をいただき、啓発用のポスターを作成し、市内公共施設や自治会

掲示板に掲示した。また、１１月の地域ぐるみ福祉活動推進月間には、流鉄

株式会社にご協力をいただき、流鉄流山線の車内にも啓発用ポスターを掲示

したが、同時期は児童虐待防止推進月間でもあり、民生委員児童委員協議会

で実施している児童虐待防止標語ポスターもあわせて掲示し、広く住民の皆

様に福祉を啓発するとともに、地域福祉活動の中核を担う地区社会福祉協議

会活動の支援や地域ぐるみ福祉活動の推進に努めた。  

また、平成３１年３月に、地区社会福祉協議会、民生委員児童委員協議

会、老人クラブ、赤十字奉仕団等福祉関係団体との地域懇談会を開催し、２

年目を迎えた第２次流山市地域福祉活動計画の進捗状況について報告すると

ともに、地域課題への対応について意見交換を行った。  

 

・流山市地域福祉活動計画の推進  

地域懇談会の開催  

（市内４包括支援センター圏域で、下記のとおり開催した。）  

期 日 場 所 出席者数 

平成３１年３月 ７日 東部公民館 １３人 

３月１１日 おおたかの森センター １４人 

３月１５日 
流山市地域福祉センター １４人 

西深井福祉会館 １２人 

＜内容＞ 

・第２次流山市地域福祉活動計画の進捗状況について  

・地域課題等についての意見交換  
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・ミニフードバンク事業（善意の受入・払出）  

  社会福祉協議会では、善意の受入・払出として住民の皆様からの善意で提

供いただいた物品を、支援を必要とされている方に提供した。  

お寄せいただいた物品のうち、特に、食料品（お米・レトルト食品など）

や日用品（洗剤・ハンドソープなど）については、ミニフードバンク事業と

して、一時的に生活に困窮している方や、市内の子ども食堂へ提供した。  

また、この事業は生活困窮者自立支援事業自立相談機関と連携し、対応し

ている。  

さらに、平成３０年度からは、フードバンクちばのフードドライブ（食品

回収）設置窓口として、広く住民の方々に協力を呼び掛け第２０回、第２１

回のフードドライブに協力し、住民の皆様からご提供いただいた食料品をフ

ードバンクちばに届けた。  

 

   善意の受入・払出実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   フードドライブ実績  

 

 

 

 

 

 

 

・子育てサロンの開催  

生涯学習センター・民生委員児童委員協議会・社会福祉協議会の三者共催  

で、乳幼児をもつ親子に交流を深めていただくとともに、日々の子育ての中  

で抱く様々な悩みや不安の解消を図ることを目的として、生涯学習センター  

を会場に子育てサロン「サンサン」を隔月開催した。  

 

品  名  受入件数  払出件数  

食料品  ２３件  ４４件  

日用品  ２２件   ７件  

介護用品  ２２件  １０件  

その他  １０件   ６件  

合  計  ７７件  ６７件  

回 数 期 間 受入件数 

第２０回 平成３０年９月１８日～１０月３１日 ２件 

第２１回 平成３１年１月１５日～１２月２８日 ２件 
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期 日 内 容 参加者数 

平成３０年 ５月２９日 絵本読み聞かせ、手遊び、ティータイム 他 １４組２８名 

平成３０年 ７月１７日 絵本読み聞かせ、手遊び、ティータイム 他 １２組２４名 

平成３０年 ９月２６日 絵本読み聞かせ、手遊び、ティータイム 他  ８組１６名 

平成３０年１１月１３日 
保健師による講座「健康と病気予防について」 

ペープサート、手遊び、ティータイム 他 
１０組２０名 

平成３１年 １月２３日 
節分イベント、手遊び、ペープサート、ヨガ体

操、ティータイム 他 
１２組２４名 

 

・地区社協活動の推進  

〇地区社会福祉協議会代表者会議の開催  

期 日 場 所 内 容 

平成３１年３月２０日 地域福祉センター 

・平成３１年度地区社会福祉協議会補助金 

について 

・行政からの伝達事項他  

 

・福祉教育活動の支援  

〇地域ぐるみ福祉事業の推進 

市民まつり（福祉会場）や市内全域において、啓発活動等を実施し、福

祉への意識の高揚に努めた。  

期 日 内 容 

平成３０年１０月２日 

○児童･障害者対策委員会 

（地域ぐるみ福祉のまちづくり推進ポスター及び推進標語の審査） 

  応募数  ポスター 小学生１７点 中学生１８点 

       標 語  小学生４３点 中学生２０点 

１１月４日 ○市民まつり（福祉会場）における啓発活動 

１１月１日～１２月末 

○地域ぐるみ福祉のまちづくり推進ポスター及び標語の最優秀賞作

品を掲載したポスターを市内公共施設や自治会掲示板、流鉄流山線

車内に掲示し、福祉の啓発をした。 
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〇夏休みビデオ上映会  

   流山市道路管理課との共催で、夏休み期間中の事故や犯罪の防止を図る

とともに、児童福祉への啓発を図ることを目的に、ビデオ上映会と自転車

の乗り方についての指導を実施した。  

期 日 場 所 時 間 参加児童数 

平成３０年８月６日 そよかぜ学童クラブ 10:00～11:30 ２５人 
７０人 

     ８月９日 たけの子ルーム 10:00～11:30 ４５人 

 

 

 

（５）ボランティアセンター  

・災害時の対応  

「流山市社会福祉協議会災害時対応マニュアル」に基づく、災害ボランテ  

 ィアの養成や、防災意識を高めボランティア間の連携を図るためのグループ  

 ワーク研修を実施した。また、各種防災イベントへ積極的に参加し、災害ボ

ランティアセンターの紹介や登録ボランティア・グループと連携して車いす

体験等の災害時要配慮者体験を行い、災害時に備えた各種団体等との連携・

協力体制の強化を図った。  

なお、いつ起こるかわからない災害に備え、職員間の非常時伝達訓練を今  

 年度は２回、予告せずに実施し、平成３０年７月豪雨（西日本豪雨）災害で  

は、被災地（広島県広島市安芸区）の災害ボランティアセンターの運営支援  

のため、千葉県チームの一員として職員を派遣し、その体験を研修会で他の  

職員へ還元することで防災意識の向上を図った。  

（派遣期間：平成３０年９月１５日～平成３０年９月２１日）  

 

〇防災に係る取り組み  

期 日 場 所 内 容 

平成３０年 ８月２６日 長崎小学校 平成３０年度流山市総合防災訓練 

１２月 ８日 流山おおたかの森駅南口

広場 

おおたかの森防災フェア２０１８ 

実行委員会：９月２８日、１０月

２４日、１１月２１日 

 ６月１２日 中央公民館 

避難所運営ゲーム（ＨＵＧ）シミュ

レーション 

 ７月１３日 おおたかの森センター 

平成３１年 ２月 ９日 流山おおたかの森小・中学

校ランチルーム 
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〇災害ボランティア養成講座の開催  

講座名等 期 日 内 容 参加者数 

災害ボランティア

入門講座 

～災害時に活動す

るためには～ 

平成３０年 

８月３１日 

＜「第１部」ワークショップ＞ 

・災害から１～２日が経過。地域の困りご

とを考える 

＜「第２部」講義＞ 

・災害が発生したら皆さんの役割は？ 

社協の役割は？ 

【講師】公益社団法人ＳＬ災害ボランティア

ネットワーク 

     常務理事 天寺 純香 氏 

３０人 

災害ボランティア

リーダー講座 
１０月２６日 

＜講義＞ 

・流山市に想定される災害について 

【講師】流山市市民生活部防災危機管理課 

     課長 鶴巻 浩二 氏 

・流山市災害ボランティアセンターについて 

【説明】流山市ボランティアセンター事務局 

＜講義・演習＞ 

・災害シミュレーション 

～クロスロードゲームを通して学ぶ～ 

【講師】公益社団法人ＳＬ災害ボランティア 

ネットワーク千葉県ネットワーク 

流山・野田ネット 

     岡部 英雄 氏 

・応急救護について 

～ＡＥＤの使用方法、三角巾と応用手当～ 

【講師】日本赤十字社千葉県支部 

流山市地区奉仕団 

     埋金 玲子 氏 一尾 孝子 氏 

     海老原智子 氏 武田久美子 氏 

     久保美智子 氏 

１５人 

災害ボランティア 

リーダーフォロー 

アップ研修 

平成３１年 

３月２７日 

＜演習＞ 

・シェイクアウト訓練 

・グループワーク 

「避難所運営ゲームを通じて避難所運営に

ついての理解と防災意識を高めると共に、災

害ボランティアリーダー間の連携を図る」 

【参加・進行協力】 

災害ボランティアリーダー 

３２人 
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・ボランティアの活動支援  

各種ボランティア講座の開催や、市民への情報の提供及び要請に伴うボラ  

ンティア活動の調整や器材の貸し出し等を行い、ボランティアの育成と活動  

支援に努めるとともに、ボランティア・グループ、関係機関・団体との連絡  

調整を密にし、ボランティア活動の普及と推進に努めた。  

①ボランティア養成講座の開催  

講座名等 期 日 内 容 参加者数 

ボランティア入門

講座 

平成３１年 

３月２９日 

＜講義＞ 

・ボランティアをはじめよう 

～人にやさしく自分も楽しく～ 

【講師】江戸川学園おおたかの森専門学校 

星野 隆氏 

＜発表＞ 

・ボランティアによる活動紹介・体験談 

【参加者】流山おもちゃ病院 

     スカイドックセラピー流山 

     安来節保存会流山支部  

いろいろやハーモニー、地域生活 

支援センターすみれの個人ボラン 

ティア 

１５人 

 

②登録ボランティアの活動状況  

年間総活動人数（延べ）            ３０，８０２人  

ボランティアセンターの要請に基づく活動人数   ３，５８８人  

※施設ボランティア（２６施設）含む。  

区分  高齢者 
身体 

障害者 

知的・精神 

障害者 
児童 その他 合 計 

個 人 延べ人数 1,126 人 392 人 531 人 26 人 35 人 2,110 人 

グループ 
回 数 316 回 4 回 1 回 4 回 25 回 350 回 

延べ人数 1,298 人 28 人 7 人 21 人 124 人 1,478 人 

合  計 2,424 人 420 人 538 人 47 人 159 人 3,588 人 

 

〇登録ボランティア人数  

個人         ７６５人  

グループ加入者数 １，４２６人（６７グループ）  計２，１９１人  
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③行事への参加  

事業名 期 日 場 所 内 容 

平成３０年度障害者

週間展示事業 

平成３０年 

１２月３日～９日 

イトーヨーカドー

流山店オープンス

ペース 

障害者支援ボランティ

アの紹介パネルの展示 

 

④関係団体との連携・協力   

平成３０年度西深井地域生活支援センター 

すみれ運営委員会 
平成３０年５月９日 

流山市地域自立支援協議会地域生活支援

部会 

平成３０年４月２６日、６月１日、 

７月２６日、１０月３０日、１２月１８日、

平成３１年２月５日、２月１４日、 

３月６日、３月１９日 

 

⑤器材の貸出状況   

機材名 貸出回数 

ワイヤレスマイクセット（ハンド・ピン）・ライト １４６回 

高齢者疑似体験セット ２０回 

プロジェクター １３回 

避難所運営ゲーム（ＨＵＧ） １３回 

かき氷機 １０回 

アイマスク･点字器･白杖 ３回 

その他（スクリーン等） ８回 

合 計 ２１３回 

 

 

・介護支援サポーター事業の推進  

流山市より介護支援サポーター事業を受託し、高齢者の社会参加活動を通

じた介護予防と地域貢献を推進するため、事業説明会や介護支援サポーター

養成講座、フォローアップ講座、広報紙の発行等を行い、サポーター活動の

普及と推進に努めた。  
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①介護支援サポーター事業説明会  

回数 期 日 場 所 内 容 参加者数 

１ 
平成３０年 

４月１３日 
地域福祉センター ・介護支援サポーター事業の概要に

ついて 

・サポーター活動開始までの流れに

ついて 

・活動実績スタンプの活用について 

 等 

４人 

１２人 
２ ８月１６日 南流山センター ２人 

３ １０月１９日 初石公民館 ２人 

４ １２月１１日 北部公民館 ４人 

 

回数 期 日 場 所 内 容 参加者数 

１ 
平成３０年 

５月２５日 
地域福祉センター 

＜説明＞ 

「介護支援サポーター事業について」 

・制度概要、講座～登録～活動までの 

流れ 

＜講義・実習＞ 

「介護支援サポーター活動での心が

け」 

・サポーター活動の心構え 

・利用者との接し方～コミュニケー

ション・傾聴について～車いす試

乗・介助体験～ 

＜講義＞ 

「活動先となる介護保険施設等の理解」 

～介護保険制度の理解について～ 

＜講義＞ 

「要介護認定者の心と体を理解する」 

～高齢者特有の傷病について～ 

＜講義＞ 

「認知症への理解と対応について」 

 ～認知症サポーター養成講座～ 

＜発表・面談＞ 

『活動スタートに向けて』 

・受入施設職員から自施設における

活動紹介 

・サポーターから自らの活動紹介 

７人 

２ ７月２４日 東部公民館 ６人 

３ ９月６日 南流山センター １０人 

４ １１月１６日 初石公民館 １０人 

②介護支援サポーター養成講座  
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③介護支援サポーターフォローアップ講座  

期別 期 日 場 所 内 容 参加者数 

前期 

平成３０年 

６月１４日 

中央公民館 

 

＜講演＞ 

「認知症という疾患や接し方について

～医師の立場から～」 

【講師】 

医療法人社団愛友会千葉愛友会記念

病院 

＜サポーターミニ交流会＞ 

 ～活動の情報交換や活動開始のヒン

トを見つけよう～ 

＜講義＞ 

「介護支援サポーターの意義・心構 

え」 

【講師】 

江戸川学園おおたかの森専門学校 

＜座談会＞ 

～グループ発表・事例を通して考える

～ 

３７人 

６月２８日 初石公民館 ２０人 

後期 

１１月９日 中央公民館 １４人 

１１月１６日 

 
中央公民館 ２２人 

合 計    ９３人 

 

④介護支援サポーター活動状況   

 

 

 

 

５ 
平成３１年 

１月１５日 
北部公民館 

・受入施設職員との個別面談 

 

【講師】 

  ・江戸川学園おおたかの森専門学校 

・流山市介護支援課 

  ・地域包括支援センター 

・受入施設職員 

・サポーター  

１６人 

合 計   ４９人 

登 録 者   ６３３人 

活動者数   ２２８人 

延ぺ参加者数 ７，８０３人 ※  受入施設数  ７１施設  
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（６）相談事業  

・心配ごと相談所の開設   

流山市ケアセンターにおいて、心配ごと相談所を毎週水曜日（午後１時か

ら３時３０分まで）に開設し、市民の心配ごと・悩みごとの相談に民生委

員・児童委員（１６人）が２人体制で応じ、その解消に努めた。  

〇利用状況  

  

 

 

  〇相談内容内訳  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・成年後見相談所の開設  

  成年後見に関する相談所を開設し、高齢や障害などによって判断能力に不

安がある方を法律的に支援する制度についての疑問や利用法等の相談に応じ

た。 

開設日数 

平成３０年８月２７日、１０月２３日、 

平成３１年１月２５日、３月１８日（以上４回） 

平成３１年３月２５日（追加開催） 

相談者数 １２名 

３月１８日の相談会には、相談希望者が定員（１開設につき３名）を

早々に上回ったため、３月２５日に追加で相談日を設けニーズに応えた。  

 

開設日数 ５１日  

相談者延べ人数 １０２人  

相談内容 件数 相談内容 件数 

生計 ６件 財産 ５件 

年金 ０件 事故 ０件 

職業･生業 ３件 児童福祉･母子保健 ０件 

住宅 ３件 教育･青少年 ０件 

家族 ８件 障害者福祉 ０件 

結婚 ０件 母子福祉･父子福祉 ０件 

離婚 １件 高齢者福祉 １件 

健康･保健･衛生 ４件 苦情 １件 

医療 ４件 その他 ２件 

人権･法律 ３件 合 計 ４１件 
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（７）福祉サービス利用援助事業（日常生活自立支援事業）  

判断能力が十分でないため、財産管理や福祉サービスの利用手続きが独力

では難しい高齢者や障害者等に対して、日常生活自立支援事業の利用に関す

る相談、訪問調査、県契約締結審査会へ審査依頼、契約、実際の支援活動を

実施した。  

また、流山市社協パンフレットやホームページ、「ながれやま福祉だよ

り」に事業内容を掲載し、民生委員や地区社会福祉協議会、たすけあい団体

等に出向き、出前講座を開催するなど普及啓発に努めた。  

さらに、市内の関係機関（行政・地域包括支援センター・民生委員等）

や、千葉県後見支援センターの協力により、関係機関連絡会議を開催し、高

齢者・障害者の権利擁護に関係する機関の相互連携及び本事業の円滑な推進

を図るための協議を行った。  

 

〇相談者内訳 

高齢者  知的障害者 精神障害者 その他  合計 

１２人  ３人  ４人  ７人  ２６人  

  

  〇相談内容内訳  

相談内容 件数 

日常的な金銭の管理等に関すること １６件 

事業への問い合わせ ５件 

福祉サービスの手続きなど １件 

成年後見制度に関すること １件 

虐待等に関すること １件 

今後の生活設計等 １件 

 

〇相談・訪問調査等（相談継続ケース）  

・相談・訪問調査等延べ件数 

高齢者  知的障害者 精神障害者 その他  合計  
うち

訪問調査件数 

５３件  ４５件  ６件  １件  １０５件  １５件  

・利用者数 １１人（年度当初８人利用 新規契約３人 終了２人）  

・支援回数・時間（利用者１１人の延べ支援回数・時間）  

  支援回数：１０５回      

支援時間：１４８．５時間  
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〇支援内容  

 

 

 

 

〇生活支援員（利用者宅を定期訪問して上記①・②の支援を行う）  

現任者：８人（うち平成３０年度新任１人）  

    登録者：３人（うち平成３０年度新規登録１人）   

退任者：２人  

 

〇生活支援員連絡会議  

期 日 場 所 内 容 

平成３１年３月２６日 ケアセンター 研修「支援終了事例から学ぶ」ほか 

 

〇関係機関連絡会議  

   

 

 

〇出前講座  

平成３０年５月 ６日 東部地区民生委員児童委員協議会 

５月２２日 

向小金地区社会福祉協議会（いきいきサロン） ６月１９日 

７月１７日 

１０月１８日 ちょい困つなぐ会 

 

〇広報啓発  

   ・「認知症安心ガイドブック」（流山市介護支援課発行）  

１８頁に掲載  

   ・流山市おうち療養情報誌  第５号「もっと安心 ずっと安心流山」  

２頁に掲載  

 

①福祉サービス利用援助（福祉サービス利用手続きの援助）  １１人  

②財産管理サービス（預貯金の引出しや公共料金等の支払等の援助）  １１人  

③財産保全サービス（通帳･実印･不動産権利証等の貸金庫での保管）  ２人  

期 日 場 所 内 容 

平成３１年２月２５日 ケアセンター 

「平成３０年度の日常生活自立支援事

業に関する相談・契約等の状況につい

て」ほか 
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（８）共同募金配分金  

高齢者福祉対策 

・ひとり暮らし高齢者日帰り交流会 

平成３１年３月１２日、成田市（成田山新勝寺）へ 

ひとり暮らしの高齢者１６１人を招待した。 

ボランティアセンター ９頁～１２頁参照（ボランティア活動促進） 

身体、知的障害者対策 

・車いすの貸出し 

  日常生活に支障を持つ人々の社会参加を図るととも

に、化的な生活を営めるよう、市内に居住する心身障害

者（児）や高齢者等、これらを介助、指導する家族、ボ

ランティア、関係機関、団体の役職員等に車いすを貸し

出し、支援に努めた。 

〇車いす貸し出し年間実績 
 

 設置台数 申請件数 貸出台数 

ケアセンター ８４台 ２９６件 ３４０台 

流山福祉会館 ６台 ４件 ６台 

合計 ９０台 ３００件 ３４６台 

広報啓発 ５頁参照（広報活動） 

福祉活動 ５頁～６頁参照（福祉活動団体支援） 

地域福祉活動 ８頁参照（地区社会福祉協議会活動の推進） 

歳末たすけあい運動 

低所得者 (要保護世帯)、交通遺児世帯等が明るいお正 

月を迎えられるように、民生委員・児童委員の協力を得て 

年末に援護金等を届けるとともに、従来から支援している 

障害者支援施設利用者、福祉施設入所者等に加え歳末たす 

けあい配分委員会では、子どもに対する支援の拡充につい 

て議論され、２９年度に引き続き、住民の手作りにより運 

営されている子ども食堂のネットワークに対して支援金を 

届けた。 

※配分内容については下表のとおり 

 

〇歳末たすけあい募金の配分  

内 容 世帯数等 人数 金額（千円） 

要保護世帯 ２０世帯 ３６人 ８１０ 

生活困窮者自立支援機関 １か所  １００ 

市給食サービス利用者（おせち料理）  ７３人 １５８ 

養護老人ホーム入所者  １人 ２０ 
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（９）共同募金事業への協力  

赤い羽根共同募金は、昭和２２年に国民助け合い運動としてスタートして

以来、公的政策のみで支えられない分野を民間社会福祉団体等が行う福祉事

業で支援するための財源の確保と、募金活動を通じて地域住民の相互の助け

合いの精神を普及することを趣旨として、全国的に広く親しまれ定着してい

る。 

また、歳末たすけあい募金運動は共同募金運動の一環として、新たな年を

迎える時期に地域住民やボランティア・ＮＰＯ団体、民生委員・児童委員、

社会福祉法人、社会福祉協議会等の関係機関・団体の協力のもと、高齢者、

障害者、子ども、若者、福祉サービスを必要とする人など誰もが地域福祉を

支える一員として参加できるさまざまな福祉活動を展開し、孤立することな

く自分らしく安心して暮らすことができる福祉のまちづくりへの幅広い理解

と参加を図るものである。  

本会では、千葉県共同募金会の流山市支会事務局を務め、社会福祉につい

ての住民の理解とたすけあいの精神を高めるとともに、人々の善意による民

間社会福祉事業の進展を図るため、共同募金運動を推進した。  

 

 

 

（１０）介護保険（社会福祉事業）  

・訪問介護事業 

日常生活に支障のある要支援及び要介護高齢者に対して訪問介護員を派遣

し、自宅における身体介護や日常生活の支援に努めた。  

障害福祉サービス事業所等 ４５事業所  １,５４０ 

児童養護施設入所児  ２２人 ４４０ 

交通遺児  １人 ２０ 

子どもに対する支援（子ども食堂ネットワー

ク） 
１共同体  ２００ 

ひとり暮らし高齢者日帰り交流事業 １事業  ５００ 

福祉だより１８０号発行費（共同募金特集

号） 
  １００ 

配分経費   １５ 

合 計   ３，９０３ 
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  また、より良い支援が行なえるように、月１回以上定期的に、職員研修会

を実施し、介護技術の向上や必要な知識の習得に努めた。  

 

〇訪問介護員派遣状況  

 

 

 

 

 

 

 

〇訪問介護員研修実施状況   事業所主催研修  年間４８回  

    定例会のほか、介護実習、新人研修等を開催するとともに、個別指導

を随時実施し、職員の介護技術の向上等資質の向上に努めた。  

 

〇ターミナル(看取り)ケア実施状況  年間４ケース  

 

〇ママ＆ベビーヘルプ事業   

     妊娠期及び産褥期の親子に対して訪問介護員を派遣し、自宅におけ

る沐浴、オムツ交換、授乳等の援助や生活支援に努めた。  

 

 

 

 

〇生活支援サービス事業  

    当事業所利用中の方で、給付対象外のサービスを必要としている利用者に

対して必要な支援を行い、日常生活の支援に努めた。 

 

 

 

 

 

 

区 分 訪問介護事業全体 左記のうち総合事業 

利用者数 ６９５人 １０１人 

身体介護 ２，５７３時間 ６１時間 

生活援助 ２，２２２時間 ４１１時間 

訪問時間合計 ４，７９５時間 ４７２時間 

延べ訪問回数 ５，２８８回 ４９１回 

利用者数 １人 

訪問時間数合計 ６．５時間 

延べ訪問回数 １３回 

利用者数 ５２人 

訪問時間数合計 ２８８時間 

延べ訪問回数 ２５１回 
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・通所介護事業（高齢者デイサービス）  

 要支援・総合事業対象及び要介護者を送迎し、介護保険法のケアプランに

沿ったサービスの提供を行い、生活意欲の向上や社会的孤立感の解消、心身

機能の維持向上と併せ、介護者の身体的・精神的な負担の軽減に努めた。 

 また、平成２９年度から開所時間を７時間３０分に拡大し、サービスの充 

実と向上を図った。  

地域包括ケアシステムの構築と医療、介護連携構築のための会議、講義に

積極的に参加し、職員のより専門的なスキル向上に努めた。 

 

〇サービスの種類・内容  

項 目 内 容 

①日常動作訓練 音楽・創作的活動・レクリエーション・屋外活動等 

②健康指導 検温、脈拍及び血圧チェック・栄養指導 

③生活指導･相談 日常生活上の訓練、指導、相談 

④給食サービス 
栄養士作成の献立による栄養及び身体状況・嗜好を考慮した食

事の提供 

⑤入浴サービス 一般浴・リフト浴を用意し、安全かつ快適な入浴の提供 

⑥機能訓練 
機能訓練指導員による心身等の状況に応じた機能の維持・向上

訓練 

 

〇利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開所日数 ３０６日 

利用者延べ人数 ５，０３１人 

内 

訳 

総合事業 １５７人 

要介護１ １，８６１人 

要介護２ １，８１６人 

要介護３ ６９３人 

要介護４ ５０１人 

要介護５ ３人 

入浴サービス利用者延べ人員 ３，２４２人 

給食サービス利用者延べ人員 ５，０１９人 

送迎サービス利用者延べ人員 １０，０３８人 
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〇その他  

・住み慣れた地域で安心して自立した生活を送れる様にご自宅と施設

を往復する安全、快適な送迎車両を民間企業より寄贈いただいた。  

    

      

 

 

 

・江戸川学園おおたかの森専門学校で開催された福祉機器展に初めて

参加しブースを設け、日頃の活動状況、紹介パンフレット等を配布

した。当会デイサービスで人気の手芸作品 (刺子)を通して、流山南

高等学校家庭科部と連携することができた。  

        期日    平成３０年８月１０日（金）  

        来場者数  １１０名  

 

 

 

（１１）居宅介護 

・障害者等訪問介護事業  

日常生活に支障のある身体･知的･精神障害者 (児)等に対して訪問介護員を  

派遣し、自宅における身体介護、日常生活の支援及び外出のための支援に  

努めた。  

 

  〇訪問介護員派遣状況  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

寄贈日 車 種 台数 

平成３０年 

１０月４日 
トヨタハイエースウェルキャブＢタイプ４ＷＤ １台 

利用者数 １５６人 

身体介護時間数 １，２６１時間 

生活援助時間数 ４７３時間 

重度訪問時間数 １，２０７時間 

同行援護時間数 １１０時間 

移動支援時間数  

(身体介護を伴う) ２３時間 

（身体を伴わない） ０時間 

訪問時間数合計 ３，０７４時間 

延べ訪問回数 ２，２７１回 
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〇吸引等特定行為実施状況  

人工呼吸器装着の重度の利用者２名に対して、痰の吸引や胃瘻によ

る注入等の特定行為を実施した。   

年間延訪問日数  ４６２日  

 

 

・身体障害者デイサービス事業  

    流山市からの受託事業として、在宅の身体障害者を送迎し、各種サービ

スの提供、専門講師によるリハビリ（松戸整形外科より理学療法士、作業

療法士を派遣）、音楽療法、木彫り、書道、七宝焼、絵画などを通じ、心

身機能の維持・向上、家庭内自立や職場復帰を目指す方の自立と、社会参

加を促進し、併せて家族の身体的・精神的な負担の軽減に努めた。  

 なお、利用者に満足していただけるようデイサービスセンターの廊下に

「目安箱」を設置し、広く利用者等から意見を求め、デイサービスの運営

の改善に努めた。  

また、利用者や介護者にデイサービスでの利用者の様子や行事などを紹

介し、デイサービス事業への理解と関心を深めていただけるように、３ヵ

月毎に施設だより「フレンズ」を発行した。  

なお、平成２８年度から土曜日及び祝日も開所し、サービスの充実と向

上を図った。  

 

〇サービスの種類・内容  

項 目 内 容 

①機能訓練 理学療法、作業療法、音楽療法 

②創作的活動 木彫り・書道・七宝焼き・作品作り等  

③社会適応訓練 パソコン・屋外活動等 

④健康指導 検温、脈拍及び血圧チェック・栄養指導 

⑤更生相談 福祉、日常生活等の各種相談 

⑥給食サービス 
栄養士作成の献立による栄養及び身体状況・嗜好

を考慮した食事の提供 

⑦入浴サービス 
一般浴・リフト浴を用意し、安全かつ快適な入浴

の提供 
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〇利用状況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１２）放課後児童健全育成  

・あすなろ学童クラブ、ひまわり第１学童クラブ及びひまわり第２学童クラブ

の管理運営  

平成２４年度から指定管理者として、あすなろ学童クラブ・ひまわり学童

クラブの２クラブを管理・経営を行っている。子育て世代の増加に伴い、平

成２８年度には鰭ヶ崎小学校区にひまわり第２学童クラブを開設し、その学

童クラブの管理・経営も行った。  

学童クラブは、保護者が就労等で放課後の家庭保育が困難な概ね１０歳未

満の南流山小学校及び鰭ヶ崎小学校に通学する児童を、保護者が終業後迎え

に来るまでの間、学童クラブで保育し、楽しく集団生活を送ることで、保護

者が安心して仕事と子育てを両立できるよう努めた。  

 

 〇サービスの種類・内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

開所日数 ２９６日 

利用者延べ人員 ２，９７６人 

 

区分１(軽度) １，６０５人 

区分２(中度) １，１０４人 

区分３(重度) ２６７人 

入浴サービス利用者延べ人員 １，１３０人 

給食サービス利用者延べ人員 ２，８６７人 

送迎サービス利用者延べ人員 ５，５９１人 

項 目 内 容 

①日常保育 おやつ・室内･外遊び(集団・自由)・宿題・読書 等 

②行事 誕生会(毎月)・お楽しみ会・昼食会・遠足 等 

③親子行事（父母会と共催） 夏季・冬季に１回ずつ開催 

内 

訳 
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〇開設・利用状況(延べ ) 

  あすなろ学童 

クラブ 

ひまわり第１ 

学童クラブ 

ひまわり第２ 

学童クラブ 

開設日数 ２５１日 ２５７日 ２５７日 

開設時間 １，５５２時間 １，７８０時間 １，６５６時間 

児童数 

（月延べ/平均） 
1,889／157.5人  574／47.8人  765／63.8人  

内 

訳 

１年生 799／66.6人  263／21.9人  355／29.6人  

２年生 645／53.8人  181／15.1人  229／19.1人  

３年生 325／27.1人  130／10.8人  181／15.1人  

４年生 108／9人      

６年生 12／1人      

   

〇保育時間  

 

 

 

 

 

 

（１３）生活困窮者等の支援  

・福祉資金の貸付事業  

低所得世帯等に対し、資金の貸付と必要な相談援助により、経済的自立と

生活意欲の助長をはかり、安定した生活が送れるよう、生活福祉資金（福祉

資金・教育支援資金・不動産担保型生活資金・総合支援資金・緊急小口資

金・臨時特例つなぎ資金）及び愛の資金（小口貸付資金）の貸付相談及び支

援、償還指導に努めた。  

特に、生活困窮者（世帯）等に対しては、平成２７年４月より施行された

生活困窮者自立支援事業と連携し、流山市及び流山市くらしサポートセンタ

ーユーネット（生活困窮者自立支援事業自立相談機関）、公共職業安定所等

と連携した対応を行い、自立支援相談機関の作成する自立支援計画に基づき

貸付申請につなぎ、貸付の実施後においても、自立相談支援機関とともに、

当該世帯への見守り及び償還指導を行い、生活の安定が図れるように努め

た。  

 

平日 授業終了後 ～ 午後９時 

土曜日・夏休み等 午前７時３０分 ～ 午後９時 
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 〇相談内容・件数(平成３０年度)  

 

 

〇貸付状況（平成３０年度貸付件数）  

・生活福祉資金（千葉県社会福祉協議会委託事業）  

資金名 申請件数（申請額） 決定件数（決定額） 備 考 

福祉資金 1 件（ 139,600 円） 1 件（ 139,600 円） 生活保護受給者エアコン 

教育福祉資金 6 件（6,670,000 円） 6 件（6,670,000 円） 大学(2)、専門(2)、高校(2) 

総合支援資金＊ 2 件（ 312,828 円） 2 件（ 312,828 円） 
生活支援費(1) 

一時生活支援費(1) 

緊急小口資金＊ 3 件（ 300,000 円） 3 件（ 300,000 円）  

臨時特例 

つなぎ資金＊ 
0 件（0 円） 0 件（0 円）  

合 計 12 件（7,422,428 円） 12 件（7,422,428 円）  

不動産担保型 

生活資金 
0 件（0 円） 0 件（0 円）  

    ＊印は生活困窮者自立支援事業との連携対応を要する貸付資金 

相談内容 件 数 

生活費 ２０７件  

失 業 ２７件  

就学・修学費 ９５件  

医療・介護費 ９件  

不動産担保型生活資金 ２０件  

要保護世帯向け不動産担保型生活資金 ０件  

転居費 １３件  

自己破産・倒産 ０件  

住宅改修 ０件  

冠婚葬祭費 １件  

事業資金 ０件  

出産費 ３件  

障害者自動車購入 ４件  

福祉用具購入 １件  

その他 ２３件  

償還相談 １３４件  

合 計 ５３７件   
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 ・愛の資金（本会独自事業・小口貸付資金）  

件 数 金 額 

１０２件  ２，００３，９８２円  

 

・法外援護  

件 数 金 額 

５件  ３，０００円  

 

・災害見舞金  

区 分 件数 金 額 

火災 ３件 ５０，０００円  

死亡・重傷 ０件 ０円  

床上浸水 ０件 ０円  

合  計  ３件 ５０，０００円  

 

 

 

（１４）施設管理  

・流山福祉会館の管理運営  

 〇開館日・利用時間  

＜開館日＞  年末年始（１２月２９日～１月３日）を除く毎日   

＜利用時間＞ 午前９時～午後１０時まで  

利用者の利用に支障のないように午前８時３０分に開館し、午後５時

以降の利用がない場合は、午後５時に閉館した。また、夜間(午後５時以

降)の運営・管理にあたっては、市民の利便に供するよう柔軟な対応と経

費節減に努めた。  

 

利用件数・人数  

場所 
利用可能 

日数 

午 前 午 後 夜 間 件数 

合計 

利用者 

合計 件数 人数 件数 人数 件数 人数 

大広間 359 221 2,662 283 3,559 50 823 554 7,044 

和 室 359 319 3,588 330 3,263 12 86 661 6,937 

会議室 359 467 5,137 702 8,694 59 314 1,228 14,145 

音楽室 359 271 1,905 283 1,436 59 232 613 3,573 

計 1,436 1,278 13,292 1,598 16,952 180 1,455 3,056 31,669 
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 〇入浴施設の開設日・利用時間  

＜開設日＞  週４日  (火・水・金・日曜日 ) 

＜利用時間＞ 午前１０時～午後３時まで  

   特に高齢者の利用が多いため、受付業務等を利用者の利便性や特性に配

慮して、利用者の希望や要望に適うよう努めた。特に、入浴施設の運営に

は、利用心得等を掲示し、ゆず湯等季節を感じる工夫を凝らし、常に浴室

及び休憩室を清潔に保ち、安心・安全に利用できるよう努めた。  

   入浴者数（年間） ５，３３８人 

 

 〇施設の機能を生かした事業等  

   利用者から施設利用に関する希望を徴する等して、利便向上に資するよ

う配慮し、より有効な利用に供するよう努めた。また、地域の自治会等

の恒例的な行事の使用については、年間予定の事前調整を行うなど地域

団体等の利用に配慮した。  

 

〇自主事業について  

  ① 江戸川堤で第４２回流山花火大会が行われ、当館では花火大会実行委  

員会と連携して全室を夜１０時まで開放し、観覧者のトイレや休憩、

授乳などの場としてご利用いただくことで市内外の方々に喜ばれた。  

期 日  平成３０年８月２５日 

内 容  第４２回流山花火大会休憩所  

 

② 新たな年を迎える時期に、支援を必要とする方たちが地域で安心して  

 暮らすことができるよう、福祉活動やコミュニティ活動の場として、近

隣の方々に身近な憩いの施設として親しまれてきた当館を会場に、歳

末たすけあい募金チャリティコンサートを実施した。  

期 日  平成３０年１２月１５日  

内 容  「歳末たすけあいチャリティイベント」 

    ～のこぎり演奏と落語によるひと足早いクリスマス～ 

  来場者数 ３７人 

  募金額   ２１，１００円  

   

  ③ お風呂をご利用の皆様に季節感を味わっていただく「ゆず湯」を実施  

   した。 

  期 日  平成３０年１２月１２日  

  内 容  ゆず湯  

  利用者数 ２８人  
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  ④ 車いすを借りに来られる方の利便性の向上を図り、当館においても車 

いすの貸し出しを始めた。  

      期 間  通年 

      貸出台数  ６台（４件）  

 

 〇各設備の維持管理  

各設備の保守点検等は、関係法令及び各ガイドラインを遵守し、計画的  

に実施した。  

建物の保守管理については、随時館内巡視と定期的な施設設備の点検を  

実施し、設備の不具合及び故障箇所の早期発見と速やかな修理・復旧に  

努めた。  

また、年間を通じて施設敷地内の除草や花木の手入れなどの環境の整  

備・管理に努めた。  

 

〇修繕等  

施設の老朽化に伴い、１階和室の畳の表替えや、浴室サーモシャワー水  

栓の取付けや湯沸室の流し台の交換等が発生した。  

また、施設の簡易な補修や修理等は、職員が手がけるなど経費の節減に  

努めた。  

 

 

・流山市地域福祉センター（流山市ケアセンター）の管理運営  

〇開館日・利用時間  

＜開館日＞   月曜日から金曜日（ただし、祝日・年末年始（１２月２９  

      日～１月３日）は除く）。  

ただし、高齢者及び身体障害者デイサービスについては、  

土曜日と祝日も開設した。  

＜利用時間＞ 午前９時～午後５時まで。ただし、利用内容によっては午  

後７時まで対応した。  

利用件数・人数  

場 所 
利用可能 

日数 

午 前 午 後 夜 間 件数 利用者 

件数 人数 件数 人数 件数 人数 合計 合 計 

第１研修室 244 125 1,702 156 2,169 0 0 281 3,871 

第２研修室 244 78 852 114 1,296 0 0 192 2,148 

第３研修室 244 110 1,204 136 1,599 0 0 246 2,803 

第４研修室 244 122 412 132 409 0 0 254 821 

第５研修室 244 156 787 178 935 0 0 334 1,722 

計 1,220 591 4,957 716 6,408 0 0 1,307 11,365 
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〇 施設の機能を生かした事業等  

高齢者デイサービスセンター、身体障害者デイサービスセンター、地域

包括支援センター、ボランティアセンター、ホームヘルパーステーション

等を設置、運営し、これらの市内事業関係者の研修や会議等も実施した。  

また、高齢者及び身体障害者デイサービスセンターで大学生（教員免許

資格取得者）を受け入れ、福祉施設における教育実習に協力した。  

 

〇 自主事業について  

主な自主事業として、各種ボランティア養成講座等の開催や車いす、点

字器等の福祉機器の貸出を行ったほか、福祉団体などの協力を得て「流山

市ケアセンターまつり」を初開催した。  

 

① ボランティア養成講座等の開催（９頁～１４頁参照）  

 

② 福祉機器等の貸出件数  

◇点字器、アイマスク、白杖、高齢者疑似体験セット、ワイヤレスマ  

イクセット（ハンド・ピン）、ライト等（１１頁参照）  

    ◇車いす    期 間  通年  

           貸出台数  ３４０台（２９６件）  

         ※  休館日に対応するため、３０年度から流山福祉会館  

    でも車いすの貸し出しを始めた。（２９頁参照）  

 

③ 心配ごと相談所の開設（１３頁参照）  

 

④ 成年後見制度相談所の開設（１３頁参照）  

 

⑤ 流山市ケアセンターまつりの開催  

福祉団体などの協力を得て、職員手づくりの「流山市ケアセンターま    

つり」を初めて開催し、当館の役割や流山市社会福祉協議会活動への理  

解を深めました。  

    期 日  平成３０年１０月２８日  

    内 容  流山市ケアセンターまつり  

    来場者数  ２００人  

 

〇 各設備の維持管理  

   各施設、設備の保守点検等については、関係法令及び各種ガイドライン  

に則して計画的に実施し、施設利用者の利便性・安全性及び管理上、トイ  

レ水漏れなど速やかに修理・復旧に努めた。  

また、施設敷地内の樹木の剪定及び除草などを定期的に実施し、環境に  
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配慮した施設の維持管理に努めた。  

 

〇 修繕等  

   施設の老朽化に伴い、第１研修室と第２研修室の間仕切りパネル開閉不

具合の修理、壁紙の張り替え、天井の塗装、ブラインドカーテン破損によ

る取り換え等を行いました。また、利用者の意見を反映してトイレ用擬音

装置を取り付けた。  

また、軽易な修繕や花壇の雑草防止シート張りなどは、職員が行い経費   

の節減に努めた。  

 

 

 

（１５）基金の運営  

・災害対策基金  

災害対策基本法に規定する災害の発生時に備えるための資金を整理・設置

し、災害発生時に備えて必要な資金の迅速かつ必要に応じた対応を可能にす

る目的として、従来の災害対策積立金から「災害対策基金」として改めて設

置し、昨今の大震災の多発、大規模自然災害の状況などを勘案し有事に備え

て、寄付金や事業利益を元に資金造成及び管理を行うこととした。資金確保

のため、基金から生ずる利息の確保に努めた。  

 

 

・施設管理修繕基金  

本会が管理する地域福祉センターや流山福祉会館、流山こまぎ園等、施設

の経年劣化に伴う修繕費や施設改修費等の必要な資金を確保する目的とし

て、従来の社会福祉振興積立金を原資に改めて設置し、寄付金や事業利益を

元に資金造成及び管理を行うこととした。修繕等費用の確保のため、基金か

ら生ずる利息の確保に努めた。  

 

 

・財政調整積立基金  

年度間の財源調整を行い本会の財政の健全性の確保を目的として、これま

での財政調整積立金から「財政調整積立基金」として改めて設置し、寄付金

や事業利益を基に資金造成及び管理を行うこととした。各事業の実施のた

め、本基金の取り崩し及び基金から生ずる利息の確保に努めた。  
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（１６）就労支援  

・指定障害者福祉サービス事業所（就労継続支援Ｂ型）流山こまぎ園事業  

障害のある人の働く場として、生産活動や社会参加活動等の機会を提供

し、就労のための知識・能力向上のため必要な訓練を行った。  

平成３０年度は、利用者１３人で利用者の増減はなかった。  

買物かご洗浄の受託事業は予算どおりに推移しており、利用者工賃を平均額  

３０，２８２円支給し、春から初冬にかけては菜園活動（畑作業）を実施す

るなど活動内容の一層の充実に努めた。  

 さらに、社会福祉協議会が設置運営する事業所であるとの特性を踏まえ、

障害の有無にかかわらず相互に尊重し合える共生できる地域社会づくりに向

けて、八木北地区社会福祉協議会との連携・協働による共催事業の実施や収

穫した野菜の販売、芋ほり交流会などをとおして、地域交流を促進した。  

  このように、当事業所の効果的な運営を確保するとともに、利用者の自立

支援と社会参加の促進を図り、就労継続支援事業の推進に努めた。  

 

〇業務内容  

項 目 内 容 

生産活動 買物かごの洗浄作業 

文化教養活動 開所１０周年記念大会、和太鼓、日帰り旅行ほか 

健康指導 健康診断の実施、インフルエンザワクチン接種料の助成 

  

〇利用状況  

年間開所日数 ２４３日 

利用実人員 １３人 

利用延べ人数 ３，０５４人 

 

〇作業実績  

内 容 個 数 

買物かご洗浄個数 １，１３５，０７０個 

１日当たり平均洗浄個数 ４，６７１個 

 

〇流山こまぎ園開所１０周年記念大会実施  

    開所満１０年の節目を機に、流山こまぎ園の事業に貢献を重ねてこら

れた方々を表彰し、感謝の意を伝える機会として、また利用者の活動状

況や成長を見て頂く機会として開所１０周年記念大会を開催した。  
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期 日  平成３０年１２月１５日  

場 所  流山こまぎ園  

出席者  ５６名  

感謝状表彰者 ３名、３団体  

〇作業環境の改善  

項 目 実施時期 

ユニットシャワーの設置 平成３０年 ７月１４日 

洗浄室に壁掛け式扇風機４台取付け 平成３０年 ７月２６日 

かご用物置増設 平成３０年１１月 ６日 

 

 

 

 

２  公益事業 

介護保険  

・居宅介護支援  

要支援者及び要介護者が適切な保健、医療サービス及び福祉サービスを総

合的かつ効率的に受けられるよう配慮し、関係市町村、地域の保健・医療サ

ービス及び福祉サービス事業者等と連携を図りつつ、総合的なケアマネジメ

ントに努めた。  

 

居宅介護支援延実施件数  

要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 合 計 

８０５件 ６６４件 ３００件 ２１８件 １４１件 ２，１２８件 

 

介護予防居宅介護支援延実績件数  

要支援１ 要支援２ 総合事業 合 計 

１６件 ７３件 ９５件 １８４件 

 

 

・介護認定訪問調査受託事業  

  流山市から介護認定訪問調査業務を受託し、介護保険法に基づく要介護認定

申請者に対して、関係法令を遵守し、公正中立な立場で調査業務を実施した。  

    

介護認定訪問調査実施件数（年間）  １，２７４件  
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・流山市南部地域包括支援センター受託運営事業  

（１）総合相談支援業務  

担当地域に住む高齢者に関する様々な相談をすべて受け止め、適切な  

機関・制度・サービスにつなぎ、継続的にフォローするとともに、必要に

応じて継続支援している。多種多様なケース対応のため、日頃より関係機

関との連携を密にしている。  

 

相談内容別件数  

 介護・ 

日常生活 

サービス 

の利用 
医療 

所得・ 

家庭生活 
苦情 

虐待等 

権利擁護 
成年後見 

介護予防 

プラン 
合 計 

実数 1,401 450 65 11 3 27 12 447 2,416 

延件数 4,056 2,029 294 38 5 165 71 1,249 7,907 

 

地域別相談件数  

 市野谷 三輪野山 加 平和台 流山 西平井 鰭ヶ崎 南流山 木 他地域 合 計 

実数 113 155 350 384 268 157 374 524 37 54 2,416 

延件数 339 513 1,274 1,235 858 511 1,239 1,744 97 97 7,907 

 

〇 地域連携推進会議を年間で４回開催し、多職種との顔合わせの場を設

けて、ネットワークの強化を図った。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）権利擁護業務  

高齢者の適切な権利行使や権利侵害からの救済及び侵害防止のための支

援を行い、また、地域支援事業として周知活動を実施した。 

 

 

回数 期 日 場 所 出席者数 

１回目 平成３０年 ５月３１日 

地域福祉センター 

１５人 

２回目       ９月２８日 １５人 

３回目      １１月３０日 １１人 

４回目 平成３１年 ２月２６日 １１人 

＜会議事項＞  

共通テーマ「地域包括ケアシステムの構築の基盤づくり」                

[１回目]・住民型サービス１００歳体操について 

[２回目]・高齢者の行方不明が珍しくない見守り、支え合いについて 

[３回目]・社会資源の情報提供。それをもとに活動について考える。 

[４回目]・日常生活自立支援制度について 
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 〇高齢者の権利擁護  

内 容 件 数 

成年後見制度相談 １１件（うち市長申し立て２件） 

虐待通報 受理 ３件（うち虐待ありと判断１件） 

 

 〇認知症高齢者支援  

内 容 開催回数 参加者数 

認知症家族のつどい ６回   ４５人 

認知症サポーター養成講座 ２０回 ８０１人 

＜内訳＞ 南流山自治会班長会 

介護支援サポーター養成講座 

流山市役所職員 

流山小学校５年生・教員 

流山北小学校３年生・教員 

南部中学校１年生・教員 

ハイムガーデン南流山（サービス付き 

高齢者住宅）職員 

ケアパートナー流山（介護事業所）職員 

地域住民（会場:地域福祉センター） 

イトーヨーカ堂職員 

生活支援サービス従事者 

富国生命相互保険会社流山営業所職員 

１回 

２回 

１回 

１回 

１回 

７回 

１回 

 

１回 

２回 

１回 

１回 

１回 

９４人 

１７人 

４５人 

１６２人 

１２１人 

２６６人 

１５人 

 

８人 

３４人 

１４人 

１３人 

１２人 

認知症サポーターフォローアップ教室 ２回 ３３人 

 

（３）介護予防ケアマネジメント業務  

介護保険の基本理念に基づき「自立支援」を目的とし、生活上のさまざ

まな課題を抱える高齢者に対して適切な支援を行うことにより、要支援・

要介護の予防やその重症化の予防、改善を図り、早い段階から高齢者がで

きる限り自立した生活を送れるように支援した。  

 

〇介護保険認定者区分別者数 (延べ人数) 

 

 

 

 

 

 

 

 更 新 新 規 区分変更 合 計 

要支援 １３７人 １５７人 ４人 ２９８人 

非該当    ３人 ４人 ０人     ７人 

合 計 １４０人 １６１人       ４人 ３０５人 
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〇介護予防・ケアマネジメント実績数（延べ件数）  

包括 ６８３件 

委託 １，７９６件 

合計 ２，４７９件 

 

（４）介護予防の普及・啓発  

 〇出前講座  

 

 

 

 

 

 

 

（５）包括的・継続的ケアマネジメント支援業務  

主な業務 件数等 内 容 

介護支援専門員への個別支援 ６２件 
虐待、成年後見、所得、認知症、精神障

害等の困難ケース等 

南部地域ケアマネ交流会 
５回  

２１６人 

・障害者支援との連携の図り方について 

・加算等に関しての勉強会（デイ、デイ

ケア、入退院等） 

・地域ケア会議（住みやすい地域づくり

を目指す会議） 

・事例検討会 

・民生委員との交流会 

地域ケア会議 ６回 

高齢者個人が抱える課題を、医療や介

護等の専門職を含む多職種が協働して解

決のために意見交換を行うことで、利用

者が、住み慣れた地域で自立した尊厳の

ある生活を送れるよう支援する。 

 

（６）その他  

・ホームページの更新、チラシ等の配布により地域へのＰＲを継続して  

行った。  

・資源マップを小学校区地域ごとに取りまとめ、介護、介護予防等の地  

域の情報を整理し、随時更新した。  

 

 

訪問先 件数等 内 容 

単位老人クラブ ２クラブ 
転倒予防、健康体操、消費者被害防止、

認知症予防、口腔体操、介護保険講座 

                等 

ふれあいの家 ２か所 

自治会 ６か所 

地区社会福祉協議会 ４か所 
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３  収益事業 

・自動販売機設置  

飲料水の売り上げの収益の一部が社会福祉協議会の収益となり、福祉活動  

を通して市民に還元することができる社会貢献型自動販売機の設置に取り組

んでいる。 

市内の公共施設にご協力をいただき、平成３１年３月末現在で１８か所、

２０台の社会貢献型自動販売機を置かせていただいている。（コミュニティ

プラザとキッコーマンアリーナ、ケアセンターについては、災害発生時には

本体に残っている飲料が無償で提供される災害ベンダー機能付き。）  

また、契約更新時に電気使用量を抑えるために、より消費電力の少ない自  

 動販売機に切り替える等、ランニングコストの低減に努めた。  

 

〇自動販売機設置状況  

場 所 
災害ベン

ダー機能 
台 数 

江戸川台福祉会館 

 

１台 

思井福祉会館 

 

１台 

流山福祉会館 

 

１台 

西深井福祉会館 

 

１台 

東深井福祉会館 

 

１台 

平和台福祉会館 

 

１台 

南流山福祉会館 

 

２台 

向小金福祉会館 

 

１台 

名都借福祉会館 

 

１台 

キッコーマンアリーナ 〇 ２台 

コミュニティプラザ 〇 １台 

北部公民館 

 

１台 

森の図書館 

 

１台 

クリーンセンター リサイクル館 

 

１台 

リサイクルプラザ館１階  １台 

談話室  １台 

ケアセンター４階 〇 １台 

流山こまぎ園 

 

１台 

合 計 

 

２０台 

 

  

 

 


